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第第第第 285285285285 回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院セミナーセミナーセミナーセミナー    

    

日日日日 時時時時：：：：    2020202013131313 年年年年 12121212 月月月月 12121212 日日日日((((木木木木))))    18181818 時時時時 00000000 分分分分~~~~19191919 時時時時 30303030 分分分分     

場場場場 所所所所：：：：    実習館実習館実習館実習館 2222 階階階階     総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所セミナールームセミナールームセミナールームセミナールーム    

演演演演 者者者者：：：：    高野高野高野高野    吉郎吉郎吉郎吉郎    氏氏氏氏（（（（東京医科歯科大学生体硬組織再生学講座東京医科歯科大学生体硬組織再生学講座東京医科歯科大学生体硬組織再生学講座東京医科歯科大学生体硬組織再生学講座・・・・教授教授教授教授））））    

タイトタイトタイトタイトルルルル：：：：    エナメルエナメルエナメルエナメル質成熟化質成熟化質成熟化質成熟化のののの仕組仕組仕組仕組みみみみ－－－－巨大巨大巨大巨大アパタイトアパタイトアパタイトアパタイト結晶誘導結晶誘導結晶誘導結晶誘導のののの細胞性制御細胞性制御細胞性制御細胞性制御－－－－    

    

エナメルエナメルエナメルエナメル質質質質のののの形成形成形成形成はははは基質形成期基質形成期基質形成期基質形成期とととと成熟期成熟期成熟期成熟期のののの二段階二段階二段階二段階でででで進行進行進行進行しししし、、、、完成完成完成完成したしたしたしたエナメルエナメルエナメルエナメル質質質質はははは生体生体生体生体でででで最最最最もももも高高高高

度度度度なななな石灰化組織石灰化組織石灰化組織石灰化組織となるとなるとなるとなる。。。。エナメルエナメルエナメルエナメル質質質質のののの石灰化現象石灰化現象石灰化現象石灰化現象はははは、、、、それまでそれまでそれまでそれまで結晶形成結晶形成結晶形成結晶形成のののの足場足場足場足場としてとしてとしてとして機能機能機能機能していたしていたしていたしていた

有機性基質有機性基質有機性基質有機性基質がががが、、、、成熟期成熟期成熟期成熟期のののの早早早早期期期期にににに分解分解分解分解をををを受受受受けてけてけてけて可溶化可溶化可溶化可溶化しししし、、、、そのそのそのその大部分大部分大部分大部分がががが脱却脱却脱却脱却されることにされることにされることにされることに特徴特徴特徴特徴があるがあるがあるがある。。。。

有機性基質有機性基質有機性基質有機性基質のののの脱却脱却脱却脱却はははは、、、、エナメルエナメルエナメルエナメル質質質質のののの高度高度高度高度なななな石灰化石灰化石灰化石灰化にににに不可欠不可欠不可欠不可欠なななな要素要素要素要素でありでありでありであり、、、、事実事実事実事実、、、、そのそのそのその不具合不具合不具合不具合はははは低石低石低石低石

灰化型灰化型灰化型灰化型エナメルエナメルエナメルエナメル質形成不全症質形成不全症質形成不全症質形成不全症をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす。。。。    エナメルエナメルエナメルエナメル質質質質へのへのへのへの無機無機無機無機イオンイオンイオンイオンのののの輸送輸送輸送輸送のののの仕組仕組仕組仕組みはみはみはみは既既既既にににに良良良良くくくく

説明説明説明説明されているがされているがされているがされているが、、、、近年近年近年近年のののの研究研究研究研究でででで、、、、エナメルエナメルエナメルエナメル器器器器にはにはにはには酸塩基平衡酸塩基平衡酸塩基平衡酸塩基平衡にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる様様様様々々々々なななな輸送体輸送体輸送体輸送体やややや膜膜膜膜チャンチャンチャンチャン

ネルネルネルネルがががが局在局在局在局在しししし、、、、それらをそれらをそれらをそれらを介介介介したしたしたしたエナメルエナメルエナメルエナメル質局所質局所質局所質局所のののの pHpHpHpH 制御制御制御制御がががが、、、、基質基質基質基質のののの分解分解分解分解とととと脱却脱却脱却脱却、、、、更更更更にはにはにはには引引引引きききき続続続続いいいい

てててて進行進行進行進行するするするするアパタイトアパタイトアパタイトアパタイト結晶結晶結晶結晶のののの成長成長成長成長にににに重要重要重要重要なななな役割役割役割役割をををを演演演演じていることがじていることがじていることがじていることが明明明明らかにされつつあるらかにされつつあるらかにされつつあるらかにされつつある。。。。    

エナメルエナメルエナメルエナメル芽芽芽芽細胞細胞細胞細胞はははは成熟期成熟期成熟期成熟期をををを通通通通じてじてじてじて形態形態形態形態とととと機能機能機能機能をををを変化変化変化変化させさせさせさせ、、、、エナメルエナメルエナメルエナメル芽細胞層芽細胞層芽細胞層芽細胞層にににに波状縁波状縁波状縁波状縁をををを有有有有するするするする細細細細

胞集団胞集団胞集団胞集団（（（（RARARARA））））とそれをとそれをとそれをとそれを持持持持たないたないたないたない細胞集団細胞集団細胞集団細胞集団（（（（SASASASA））））をををを構成構成構成構成しししし、、、、それらがそれらがそれらがそれらが交互交互交互交互にににに配列配列配列配列したしたしたした縞状縞状縞状縞状のののの繰繰繰繰りりりり返返返返しししし

パターンパターンパターンパターンをつくるをつくるをつくるをつくる。。。。興味深興味深興味深興味深いことにいことにいことにいことに、、、、このこのこのこの縞状縞状縞状縞状パターンパターンパターンパターンはははは、、、、常常常常にににに形形形形をををを変変変変えながらえながらえながらえながら、、、、エナメルエナメルエナメルエナメル芽細胞芽細胞芽細胞芽細胞

層層層層をををを進行波進行波進行波進行波のようにのようにのようにのように移動移動移動移動することがすることがすることがすることが確認確認確認確認されているされているされているされている。。。。    

本本本本セミナーセミナーセミナーセミナーではではではでは、、、、エナメルエナメルエナメルエナメル質質質質のののの成熟過程成熟過程成熟過程成熟過程ででででエナメルエナメルエナメルエナメル芽細胞層芽細胞層芽細胞層芽細胞層にににに発現発現発現発現するするするする特異特異特異特異なななな周期現象周期現象周期現象周期現象にににに焦点焦点焦点焦点をををを

当当当当てててて、、、、巨大巨大巨大巨大アパタイトアパタイトアパタイトアパタイト結晶結晶結晶結晶のののの形成形成形成形成をををを可能可能可能可能にするにするにするにするエナメルエナメルエナメルエナメル質成熟化質成熟化質成熟化質成熟化のののの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを解説解説解説解説するするするする。。。。    

    

（（（（学学学学歴歴歴歴・・・・職歴職歴職歴職歴））））    

昭和昭和昭和昭和５４５４５４５４年年年年３３３３月月月月３１３１３１３１日日日日    新潟大学大学院歯学研究科修了新潟大学大学院歯学研究科修了新潟大学大学院歯学研究科修了新潟大学大学院歯学研究科修了（（（（口腔解剖学口腔解剖学口腔解剖学口腔解剖学））））    

昭和昭和昭和昭和５４５４５４５４年年年年４４４４月月月月    １１１１日日日日    新潟大学歯学部新潟大学歯学部新潟大学歯学部新潟大学歯学部    助手助手助手助手（（（（口腔解剖学第一講座口腔解剖学第一講座口腔解剖学第一講座口腔解剖学第一講座））））        

昭和昭和昭和昭和５５５５５５５５年年年年３３３３月月月月    １１１１日日日日    ノースカロライナノースカロライナノースカロライナノースカロライナ大学歯学部大学歯学部大学歯学部大学歯学部    DentalDentalDentalDental    Research CenterResearch CenterResearch CenterResearch Center    

昭和昭和昭和昭和５９５９５９５９年年年年９９９９月月月月    １１１１日日日日    大阪大学歯学部大阪大学歯学部大阪大学歯学部大阪大学歯学部    助教授助教授助教授助教授（（（（口腔解剖学第一講座口腔解剖学第一講座口腔解剖学第一講座口腔解剖学第一講座））））        

昭和昭和昭和昭和６３６３６３６３年年年年８８８８月月月月    １１１１日日日日    北海道大学歯学部北海道大学歯学部北海道大学歯学部北海道大学歯学部    助教授助教授助教授助教授（（（（口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座））））    

平成平成平成平成    ３３３３年年年年５５５５月月月月    １１１１日日日日    新潟大学歯学部新潟大学歯学部新潟大学歯学部新潟大学歯学部    教授教授教授教授（（（（口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座））））    

平成平成平成平成    ８８８８年年年年１１１１月月月月    １１１１日日日日    東京医科歯科大学歯学部東京医科歯科大学歯学部東京医科歯科大学歯学部東京医科歯科大学歯学部    教授教授教授教授（（（（口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座口腔解剖学第二講座））））    

平成平成平成平成１２１２１２１２年年年年４４４４月月月月    １１１１日日日日    東東東東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科生体支持組織学系京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科生体支持組織学系京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科生体支持組織学系京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科生体支持組織学系, , , ,     

生体硬組織再生学講座生体硬組織再生学講座生体硬組織再生学講座生体硬組織再生学講座    硬組織構造生物学分野硬組織構造生物学分野硬組織構造生物学分野硬組織構造生物学分野    教授教授教授教授    

    

担当担当担当担当：：：：健康増進口腔科学健康増進口腔科学健康増進口腔科学健康増進口腔科学講座講座講座講座        川原川原川原川原    一郎一郎一郎一郎    


